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第15回 蒼LRの船旅③ 「苦あり楽ありの船内生活」

彗
．螢
宮
〓
解
雄
力
　
■
，

山田 迪 生
(日本海事史草会理事)
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ルーブで

市内見物をしたのであろう

な 婦人たちが乗船する姿

が見える。鉄道 レール臨の

ホースltの ものは治水省の

ようだ。(大阪縦 三井船伯)

奇港地での上陸見物

移民たちの寄港地における上陸見物は,原 則 として自

由であった。彼らをあずかる移民輸送監督としては,事

故防止の観点から上陸には消極的であったが,逆 にいえ

ば寄港地での観光は,長 期航海によるストレスを解消す

るのに最も有効な方法でもあった。

前日紹介した海外興業発行の 「渡航案内J中 の 「船中

心得Jでは,上 陸見物ができるとしたうえで,“寄港地エ

陸の際は輪督の命令注意をよく守らなければなりませ

ん
〕
, と釘をさしている。

外務省も,移 民たちの自由を尊重する意味から,寄 港

地当局が許可しない場合や伝染病予防の必要が生じた時

を除いて,彼 らを上陸させる方針をとった。ただし,旅

慣れない彼らが,道 に迷ったリトラブルに巻き込まれた

りしてはいけないので,上 陸に際しては十分な注意を与

え,可 能な限リグループで行動するように関係者を指導

したようだ。

では,実 際にはどうだったのだろうか。昭和初年の神
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奈川丸のある航海 (年月不詳)で は,次 のように記録さ

れている。

門司 :上陸,香 港 ・シンガポール :コレラ予防のため

上陸禁止,モ ンバサ :上陸,ロ レンソマルケス :当月の

命により二等船客の上陸禁止,ダ ーバン :上陸,ポ ー ト

エリザベス :沖がかりのため上陸禁止,ケ ープタゥン :

上陣, リオデジャネイロ :上陸。

参考までに,「蒼峡Jの
“
らぶらた丸

"で
の上陸状況も

記しておこう。

香港 :自治団役員および移民輸送監督が許Hjした移民

のみ上陸,サ イゴン :コレラ ・腸チフス予防のため上陸

禁止,シ ンガポール :上陸, コロンボ :沖がかりのため

上陸禁止,ダ ーバン :上陸,ケ ープタウン :三等船客の

上陸禁止, リオデジャネイロ :上陸禁止。

寄港地における上陸観光もさることながら,途 中寄港

の最大の目的が,積 荷の荷役,燃 料 ・清水 ・食料品など

の補給にあったことはいうまでもない。

昭和初年の記録を見ると,貯 蔵に限界のある肉類,野

菜,生 魚,水 ,清 水といったものは,香 港以後,寄 港の

たびに積み込んでいる状況である。このうち,食 料品に
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関しては前回詳しく紹介したので,船 内での清水使用に

ついて次に述べるとしよう。

厳しく制限された清水の使用

1994年夏,日本グ」島は西日本を中心にかつてない水不

足に脳まされた。しかし,戦 前の南米移民船の船内での

給水状況は,そ んな生易しいものではなかった。
“
銭出す思いで水を出せ

)

“
船に丼戸なし泉なし

"

「革眠Jに 出てくる清水節約の標語募集の入選作品で

ある。生活用水を使う洗面所,浴 室,洗 濯場には, この

手の標話がベタベタ貼りつけられていたという。

清水の節約は,神 戸出航直後の家長会議で,船 側から

移民たちに強く要望され,入 浴や洗濯の使用時間につい

ての説明もあった。船客と乗組員合わせて千人近くを乗

せて長期航海を行なつ南米東岸航路では,清 水の有効使

用が航海中の大問題だったのである。

況舌しを避けるため,各 船とも船内自治団を活用して水

問題の処理に当たった。監理委員を互選して清水管理を

行なう方法も, しばしば採用された。

清水のうち飲料水については,移 民船の備えるべき堂

が規程によって定められていた。その最低量は,明 治の

「船1白検査規程J(第 6号表。第 91条関連),昭 和の「船

舶設備規程J(第 2号表。第 121条関連)ともに 1人 1日

2升 (36リ ットル)で ある。ちなみに英国のルールで

は,移民船の飲料水の最低量は,1人 1日 1英 ガロン(4

5リ ットル)と なっていた。

むろん,清 水の使用は飲料水だけではない。洗面,洗

解,入 浴時の上がり湯 (シャワー)の はか,調 理宝でも

大量に必要とすることは,い うまでもない。

まず洗面所の水であるが,大 阪商船の場合,航 路区問

に応じて清水は時間給水にしたようだ。標準的な給水時

間は,午 前中 2～ 3時 間,正 年 1時間,夕 方 1時間程度。

船によっては,清 水切符を発行して一定量をこれと引き

換える方法もとられた。したがって,移 民たちにとって

自前のバケツとか洗面器の類いは,船 内生活を送るうえ

の必需品であったわけだ。また,二 等便所の手洗い水に

は海水が給水された。

次に入浴については,船 によって,あ るいはその時の

乗船者数によって差異があつたが,ほ ぼ 1日おき,ま た

は3日 に 1回 というのが普通だった。ただし,運 動会と

か大綿除のような行事があった日には,で きるだけ人浴

できるようにしたようだ。酷暑の熱帯 ・亜熱帯海域の航

海で,皆 汗まみれになっていたから,で きれば毎日でも

l■l呂に入 りたかったであろう。

栞船子が毎航海多かった
“
さんとす丸

'級
では,入 浴

はだいたい 1週 2回。回数は少ないが,上 がり湯の使片1

については制限を設けなかった。前にもいったが,浴 rul

に張られるのはむろん海本である。この点は戦後の高米

移民船も同じであり,筆 者もかつて区問乗摘した折,海

水風呂に入った体験がある。

ちなみに 「蒼眠Jで は,風 呂の使用は 1週 2恒1。午前

9時 から午後 5時 までを五つの時間帯に分け,ス ティア

fL)十航路は標準例である。2 ■まわいえ
｀“
まにら丸
"!ま
長時に手をした (930年廃上)3各 港間の距離

単仕tよ「浬」。数字は「助まance TaЫes lo「Wo内d SttP"ngJ(983年日本海運集会所千↓)によった。
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“
さんとす丸

Ⅲ
の撤内小学校記念写真。後方のデリックポストに 「さんとす村立

写申高等小学校Jと表示されている。1933年の撮影と思われる。(大阪高船三井盗舶)

り約 250リ ットル。移民船の船内と,盛 大に

清水を消費する現代の都会と比べるのは当を

得ていないが,そ れにしてもたいへんな差で

ある。

この 1日 1人 27キ ロという必要量を,“さ

んとす丸
"級
に当てはめて考えてみよう。

「日本汽船件名録Jの 数字をもとに,船 各

定員 830人 (一等 40,特 三 102,二 等 688),

乗組員 106人,合 計 936人 として概算すると,

満船時の清水必要量合計は 1日 25ト ンにな

る。対して,“さんとす丸
'級
の清水タンクの

容量は406ト ン(同件名録)。したがつて,生

活清水に限つていえば,16日 はもつ。商船の

南米東岸航路で最も航程の長い区間は,コ ロ

ンボ～ダーバン間の 3,610浬。国数にして 11

国であるから,不 測の事態でも起こらない限

リッジ区画別に入浴している。

洗濯については,清 水供給を時間で制限していたが,

なるたけ不自由しないように船側も配慮した。船によっ

ては,昼 夜給水したケースもある。

ただし,“さんとす丸
'級
の場合は, この点も厳しかっ

たようだ。「蒼眠Jによると,洗 濯場の使用時間は毎朝 8

時から午後 4時 まで。風呂と同じく,ス ティアリッジ区

画別に時差利用したとある。
“
さんとす丸

"級
の洗濯場

は,船 尾甲板室に位置していた。病室エリアの下である。

り,数 字 Jをはなんとか間に合う。

だが,こ の 1日の清水必要量 25ト ンというのは,節水

に節水を重ねての数字であるし,前 にも触れたように,

このクラスの船は,900人 以上の船客を乗せて航海する

ことが多かったから,実 際にはかなり厳しい給水状況だ

ったのではないか。制出の
“
銭出す思いで……

'と
いっ

た標語は,船 のハード面からみても,真 実味をもった言

葉として十分に納得できる。

こうしたことから,南 米東岸航路の移民船は,商 船も

郵船も,寄 港するたびに,す べてに優先して清水を補充

満載した。清水積み込み方法は,香 港から先では水道管

を通して行なわれた。香港とシンガポールでは給水船に

よることもあった。

なお, この時期の船はすでに道水機 (evaporatOr)を

装備していたが,実 用に供されることはなかった。ただ

しルール Lは , これを装備すれば,飲 料水の最低必要量

を半減できるとされていた。その場合の最低必要皇は,

1日 1升 (18リ ットル)で ある。

南米東岸航路雪船の清水必要塁

それでは,戦 前の南米東岸航路客船は,い ったいどの

くらいの清水を必要としたのであろうか。

1928年 (昭和 3年 )4月 にキューバのハバナで開催さ

れた 「第 2回 国際移民会議Jに おいて,大 阪商船は次の

ような清水についての意見書を提出している。
“
船1自検査規程付表第 6号表二掲クル飲料水一人一日

二対スル最少量二升ノ率ハ, 日本人ノ特性 トンテ弊社船

乗船移民客ノ実情ヨリ見テ過少ニンテ不適当卜思料ス。

弊社南米航路船ノ実状二徴スルニ,船 客総数九百二十五

名フ搭載セン場合,古 倫母(筆者注 :コロンボ),ダ ーバ

ン問ノ如キ熱帯地方二於ケル長航海ノ港間二於テハ,清

水使用量制限二付,相 当関係者二於テ者心スルモ,尚 一

日一人当り平均一斗五升余ヲ使用スル有様ナリ。右ハ炊

事,洗 面,飲 料,洗 濯,入 浴等二要スルー切ヲ包含シ,

船客,乗 組員総数ノ
ー人当り平均使用量ナリ

"。

要するに,熱 帯海域を航行するときは, 1日 1人 当た

り平均 1斗 5升 (27リットル)の 生活清水が最低必要で

ある, といっているわけだ。重さにして約 27キ ロであ

る。現在,東 京都民が 1日 に使用する水道水は 1人当た
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清水タンクのキャパンティについて

「第 2回 国際移民会議Jで は, 日本郵船も,清 水供給

について次のような意見書を提出している。
“
船舶検査規程第九十一条ニヨリー人一日約二升供給

スルヨトニナリ居ルモ,事 実ハー人一日当り約二斗 (入

浴洗濯等モ含ム)位 消費ス。尚ブラジル航路ニテニ港間

遠距離航海ノ場合 (例ヘハ新嘉披 (筆者注 :シ ンガポー

ル)～ モンバサ間十六日間ノ航海ノ如キ)ハ ,移 民最初

ノ百人二対ンテー日三屯,百 人ヲ増ス毎ニ
ー屯ヲ加フル

様消費ヲ制限ス
"。

郵船の船では, 1人 1日 2斗 (36リ ットル)を 消費す
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るというのである。商船より10リ ットル近く

多いわけだから,こ れは相当厳しい条件にな

る。

移民船時代の旧欧州航路客船神奈川丸を例

にとると, この船の船客定員と乗組員数の合

計は約 800人 であるから,満 船時の 1日の清

水必要量はざっと29ト ン。対する清水タンク

の容量は271ト ン(日本汽船件名録)。予「算上

は,10日 足らずでタンクはカラになる。

やむなく,意 見書の後段にあるような消費

制限が出てくるわけだ。すなわちシンガポー

ル～モンバナ間のような長航構の区間では,

最初の 100人 に対 し1日 3ト ン,100人 を増

すごとに 1ト ンを加えた量とする,と いうは

なはだしい制限が強行されることになる。この計算だと,

800人満船の場合〕1日 の消費量は 10ト ンに制限される

から,必 要量の 3分 の 1し か使えない。

大正初年のプラジル移民の草創期,郵 船の旧欧州航路

客船は,1)500人 を越える移民を乗せて航海しているが,

清水タンクのキャパンティがこの程度だから,さ ぞかし

過酷な給水事情だったことだろう。もっとも大正末期に

なると,郵船の移民輸送数は急減し,500人以上の航海が

稀になったため,船 内の給水事情 も緩和された。この時

期には,風 呂にも1日 おきに入れたという。

ところで,さ きほどから話題にしている客船の清水タ

ンク容量は, どうやって決定したのだろうか。

当然これについては船客定員,乗 組員数,就 航航路な

どにより大きく左右されるわけだが,英 国の移民船の場

合, 1日 あたり次のような算出方式があった。
一,二 等船客

移民,下 級船員

衛生設備用

調理用 (一,二 等)

同  (移 民,下 級船員)100人 につき05ト ン

この英国の算出方式を
“
さんとす丸

'級
に当てはめて

計算すると,1日 の清水必要量 21～25ト ン,1人 当たり

22～27リ ットルという数字が出る。つまり,前 述の商船

の意見書にある必要量とほぼ一致する。

こうした点から見て,【さんとす丸
"級
の406ト ンとい

う清水タンクのキャパンティは,英 国方式を参考としつ

つ,航 路事情から,16～ 19日程度の清水を確保するとい

う構想で見積もられたものと考えられる。

青年団などによる教育と運動行事

大正初期の移民掛上における騒学酷習風景。松名は不明だが,明 治大正期の移

民松には移民用の適当な公ヨがなく,88習 はオープンデッキで行なわれた。

第 1期 :試練の区間 (東シナ海)

第 2期 :退屈の区間 (南シナ海,イ ンド洋)

第3期 :緊張の区間 (大西洋)

第 1期は香港までの数日間で,別 離の悲しみと船酔い

と闘わねばならない厳しい試練の区問。第2期は香港か

らダーバンまでで,航 海にも慣れた移民たちが,時 間を

もてあました区問。酷暑の苦しさと病気への恐怖はあっ

たが,そ れなりに船旅を楽しむゆとりも持てた。第3期

はダーバンからサントスまで。進かな存在だったブラジ

ルが身近に感じられ,期 待よりも不安が先行して,船 内

の空気が緊張してくる区間である。

青年団や婦人会が,移 民輸送監督と助手の指導のもと

に活動を始めるのは,香 港を出て第2期 に入ってからで

ある。彼らの活動は,① 教育行事,② 運動行事,③ 演芸

行事,の 二つが主体であったが,全 体の傾向は,自 治体

や企業が行なう現代の研修クルーズや青年の船の企画に

似ていた。大阪商船の後身といえる商船三井客船のクル

ーズ客船群が,現 在こういつた分野のチャーター・クル

ーズで強みを発揮しているのは,移 民船運航時代からの

伝統と関係があるのかもしれない。

余談はさておき,行 事の中身を紹介しよう。

まず〕①の教育行事。このなかで最も重視したのは,

前述の船内小学校の開設である。授業時間は午前。商船

の場合,教 室は特三食堂であった。よくしたもので,大

勢の移民の中には教員経験者がいて,子 どもたちの指導

に当たってくれた。大入向けでは,ポ ルトガル語や現地

事情の講習会,婦 大会が行なう料理や洋裁の講習会など

が主なものだった。

別掲の 「さんとす村立尋常高等小学校Jと ある記念写

真は,1933年 (昭和 8年 )3月 にブラジルに着いた
・
さ

んとす丸
"移
民の船内小学校の生徒たちである。撮影場

所は船橋楼の後方。デリックブームの上にまで男の子が

乗っている。教員の姿も見える。移民の集合写真には,
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2 5人 につき 1ト ン

75人につき 1ト ン

05-5ト ン

100人につき 15ト ン

神戸からサントスまで 12.000浬の航海は,移民たちの

日常状態によって,次 の 3段階に大別できた。
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なんとなく暗い気分が漂っているが,子 どもたちの顔に

はそんな影はない。

次に②の運動行事。これには国民体操,柔 剣道,運 動

会,相 撲大会などがある。ほかに,船 側が設営したカン

バス製仮設プール (海水)力S,子 どもたちに喜ばれた。
“
さんとす丸

"級
では,別 掲の写真によると,前 部デッ

キのハッチとブルワークの間にしつらえたようである。

ただし,こ の仮設プールは,船 の揺れが大きい時は使用

しなかった。浮き輪ではじゃぐ子どもが,動 艦で海れ出

る水と一緒に,ブ ルワークを越えて海へ飛び出す恐れが

あったからだ。

国民体操は,今 日のラジオ体操である。子ども対象の

体操は毎朝,大 人は夕食のあと,後 部甲板で行なわれた。

戦後の移民船では,起 床後の行事であった。

運動会はシンガポール出航後のイベントだった。「蒼

眠Jで は,コ ロンボに着く前国に行なったとある。航海

も半ば。憂鬱と退屈が溜まって,移 民たちからいろいろ

と文句が出てくるのが,イ ンド洋あたりであった。運動

・
さんとす九

"の
仮まブール。設置場所は描橋接前

方の第 2ハッチの状と思われる。(大阪高船■井納仰

“
さんとすえ

由
の運動会スナップ。会場は後部デッキの

第 4,第 5ハ ッチ の 機 にま け られ た 。 (大阪商総三井船櫛

会や相撲大会,さ まざまな演芸行事は, こうした不要エ

ネルギー発散の狙いもあったのである。

運動会の種目には,か けっこ,パ ン食い競争,提 灯競

争,だ るま競争,二 人三脚,障 害物競争などがあった。
4さ
んとす丸

"級
の場合,運 動会の会場は後部デッキの

第 4,第 5ハ ッチの横に設けられた。戦後の南米移民船

の運動会では,タ バヨ火つけ競争,パ ン食い競争,ア メ

食い競争,瓶 吊り競争,風 船割 り競争,ボ ール送り競争

といった種目が記録されている。戦後の東航航路では,

アカプルコ沖を通過したあたりで開催された。

運動会は,ア ウトドア行事のなかでは,移 民たちに最

も人気があった。何日も前から,彼 らはこの日を待って

いた。そして全員が,故 国への望郷の想いと移住先への

期待と不安をいっとき忘れて,子 どものようにはしゃぎ

まわったのである。

赤道祭や演芸会などで気分転換

大阪商船の高米移民船は,イ ンド洋上

で赤道を通過した。コロンボを出て 2日

目頃,ち ょうど南米までの全航程の半ば

にさしかかったあたりである。

戦後の東航航路では,ア マゾン水系の

河日港ベレムに入港する前日に赤道を越

えた。こちらは航海の最終段階であった

から,気 分的にあわただしい時だった。

赤道を通過する日の午後は,後 部デッ

キで赤道祭が開かれた。行事のハイライ

トは 「竜王劇Jと 称する寸劇。海神ネプ

チューンが船長に扮した人物に赤道開門

の鍵を渡す。という単純なストーリーを

脚色したものである。竜王劇のあとは,

移民たちや乗組員の仮装行列が練り歩い

た。こうした演出は,戦 前も戦後も同じ

であった。

赤道祭は,元 来は帆船時代のさまざま

な通過儀礼に出来する行事であろうが,

普遍的に昔から行なわれてきたわけでは

ない。明治末年に,練 習帆船として日本

最初の世界一周航海 (東航)を 行なった

大茂丸も,南 太平洋で赤道を越えた時に

は,五 目飯,玉 子とじ,吸 い物,金 とん,

という賛沢な昼食で通過を祝っただけで

あった。移民船の場合はむろん,エ ンタ

ーテイメントとして行なったものである。

戦後の移民船では,赤 道祭の日の夕食

はデッキディナーと決まっていた。献立

幾

208

鶴ヽ

世界の艦船 19951



車

はアルゼンチンのあぶり内料F4「アサー

ドJ。南米風のバーベキューである。野趣に

とんだこのデッキ料理の lll床は,今 も商船

三井客船の調理スタッフに受けHlがれてお

り,筆 者も同社のロングクルーズの折に舌

鼓をlTったことがある。

デッキディナーのあとは,の ど白慢大会

がlf:されるのが恒例であったが,戦 前の移

民船の場合は,赤 道察の夜は4Fに行事はな

かつた。演芸会は,青 年団の演芸係の肝煎

りで,ガ」の日に盛大に開催されたのである。

赤道奈がややバタ臭くて移民たちに崩‖染み

が前かったのに対し,波 苦会の方は運動会

と司様,彼 らに身近なイi事であった。

「森眠Jで は, THNがマダガスカル島の沖

を抜けたあたりで,演 芸会が開かれている。
“
演芸会の当日は朝から大鼓の音と歌声

とで, まるで芸人団体の遊覧捕のようであ

った。昼からは学芸部員の指打【で青年会役

員たちが Dデ ッキ (筆者注 :第 4ハ ッチ

|〕に舞台をつくり花道までこしらえた。

そして午後六時の開会のときには舞台のま

えは移民たちのお客さんで大した混雑であ

った。一等胎各も降りて来た。パーサーや

チーフエンジンもやって来た。 ドクターは

栄養不良も肋膜も見すてて二人の右護婦と

一緒にやって来た
"。
(新潮文ltより)

演目には児童遊戯,剣 舞,安 来節,長 唄!

八木節といった類いから,芝 居や漫才まで

あった。全国から集まっている移民たちの

こと,そ れぞれのお国ぶりを披解して,得 意ののどを聞

かせてくれた。

なにしろ人数が多いから,芸 人にはこと欠かなかった。

なかには,南 米へ移住させるには惜しいような玄人はだ

しの者もいたという。「蒼眠Jには,事 務長と移民監督の

こんなやりとりも紺かれている。
“
ブラジルの回舎へ追い込んでしまうのは情しいもの

だね。束京の寄席へ出しても食えるような芸人ばかりだ
'

“
そうですな。然しそうなったら今度は東京の芸人たち

が, この船のご厄介になるでしょう
'。

ブラジル上陸

い
ら, らヽた九

"の
赤道祭。祭のハイライト「竜工lt」のスナップ。

こ助会と同様に後部のオーブンデッキで鮮された。(大阪高船三井網櫛

hさ
んとす九
"の
演芸会スナップ。案台は後部デッキのハッチカ′(―上に設営された。舞

台の上方には査―Jの 目観が並んでおり,掛 の士官の名前も見える。(大瞑線 三井船鞄)

れた。戦後の東航航路では,ベ レンが最初の寄港地なの

で,手 続きは同港で実施された。

,F述の 「渡航案内Jに は 「上陸の際の心得Jと いう項

もあり,上 陸の手順を次のように説明している。
“
ブラジル入港から上陸して目的地に出発する迄の間

万事海外興業会社のブラジル支店負がお世話をいたしま

す。船がプラジルの港に岩くと, リオ及びサントス港で,

検疫及び旅券調べがあります。 トラホームに対しては特

に厳重で不合格になつたものは上陸を禁止され, 日本に

送還されます。税関で荷物の検査もあります。サントス

上陸の時はもうブラジルですから全員洋服を着ます。

サントスで上陸して耕地に向ふ時の携帯品は,日 用湿ェ,

炊事品,大 工道具,寝 具を汽車内に持込み品として二番

行李より小さく荷造りして適当な案内者に引率せられて

日的地に出発します (大きな荷物は別にして後から着き

ます)。サントス駅から目的地迄の汽車賃及び手荷物運賃

も一切無料であります
"。

209

かくして, 1カ 月半から2カ 月に渡る苦あり楽ありの

船内生活を終え,船 はブラジルに到着する。ブラジル最

初の港は,大 阪商船も日本郵船もリオデジャネイロ。同

港で検疫,入 国管理,税 関といった一連の検査が行なわ
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サ ン トス港に上陸。移民たちは埠破で行つ移民専用列車に乗 り込みサ ンパ ウ0へ 向かった。 (大阪高絡ニキ研伯)

これを見ると,検 疫などの手続きは,戦 前はリオデジ

ャネイロとサントスbl港で行なわれており,「蒼眠Jもそ

のように記述している。当時のブラジルの海港防疫規則

では, リオデジャネイロと各州港で検疫を実施するよう

定められており,検 査が二段構えになっていたのである。

入国検査は船内で行なわれた。船が入港して停船する

と,検 疫官など担当の官憲が乗船してくる。移民たちは

洋服で盛装してデッキに並び,検 査を待った。

入国手続きと税関検査は簡単だつたが,問 題は検疫で

ある。とくにトラホームに対しては,「上陸の際の心得J

にあるように,ブ ラジル側は極度に警戒していたので,

210

ていて,移 民はあとからあとからと降りて来る。
"

移民たちが下船すると,移 民船の船内は火が消えたよ

うに寂しくなった。ガランとしたスティアリッジでは,

仮設二段ベッドの取りはずし作業が始められた。復航で

は, このスペースが船倉になる。作業は,戦 前は当地の

労務者が行なったが,戦 後は船員が受け持った。

専用列車に乗った移民たちはサンパウロヘ向かった。

サンパウロまでは4時 間ほど。そして,こ こで州の移民

収容所に入り,農 場へ散るまでの数日を過ごしたのであ

る。ブラジルの公立移民収容所は,こ のほかリオデジャ

ネイロにもあった。

‐
4

船側も船夫と船医以下,

移民全真を入国させる

べく懸命の客力をした。

航海中の治療はもちろ

ん,検 疫の直前にも,

洗lFtや限業を塗布した

りした。戦後の移民lHR

では,右 護婦を替え玉

に使って検l‐をパスさ

せたこともあった。

次いで,船 は上陸港

サントスに到着。

「蒼眠Jで は上陸は

午後ii時。船での最後

の食事 (昼食)を とっ

た移民たちは,タ ラッ

プを降りて,大 勢のl「
X

サ上が見送る中,埠 頭で

待つ移民専用列車に向

かつた。その場面をイi

)は このように粘↓ゝて

いる。
“
五,ハ 歩行ってふ

と立ち 'る。この足の

ドはデッキではない,

ブラジルのとである。

(ああ日本よ/)思 わ

ずも船を見かえる。こ

の船を離れることが即

ち日本を離れるのだと

思われて心細い。する

と,滅 多に外から見た

ことのない, ら ・ぷら

た丸は,今 まで自分た

ちがいたのかと疑われ

るほど堂々と港を圧し

輝
ｒ

サ ン六 ゥロの移民収客所。笠戸丸移民当時か らの建物である。

大正期のブランル移民の 日本人―宗 とその住宅。
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